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プロテタイト®
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ボンオリーブ



コロナ明け ! .

II  .

巣籠り明け !! .

と・・・

ほんとうに なるのでしょうか？
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【今までお伝えしてきたこと（一例）】

＜＜ とくに女性における世代別骨健康リスク ＞＞

• 10代～20代前半 ＝骨貯金世代＝ のリスク

18歳でほぼ発育ピークを迎える骨。食生活の乱れ、運動不足、
過剰な「美白主義」（日光浴忌避→ビタミンDの体内合成がストップ）・・・

• 20代前半～40代前半 ＝骨メンテ世代＝ のリスク

妊娠・出産・授乳中は当然ながらすべて母体からの「持ち出し」。
とくに「授乳」は骨から直接栄養を供出している状態・・・

ここでしっかりメンテナンスしておかないと・・・
・ 40代後半～50代 ＝骨粗鬆症世代＝ のリスク

閉経後に加速する骨減少。もともと発育もメンテも不足だった・・・
＞＞ 転倒→寝たきり は もはや80代世代の問題ではない！！！
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フレイルとは

加齢 ⇔ フレイル ⇔ 老化

加齢に伴う各種疾患と血中オステオカルシン濃度に負の相関性

フレイルとは、健常から要介護へ移行する中間の段階

●身体機能の低下（歩くスピードの低下）
●筋力が低下する・筋肉量が減る（サルコペニア）
●認知機能の低下
●疲れやすくなる
●元気が湧かなくなる
●慢性疾患によるフレイル
・糖尿病による知覚低下や痩せ
・呼吸器疾患による咳や呼吸困難
・循環器疾患による活動の制限 など
●体重が減る
●低栄養になる

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 4



見えなかった敵 「フレイル」 が
目の前に現れたのだが・・・

• 筑波大学大学院と健康機器メーカーのタニタが 東京都内に
オフィスがある大手企業の社員およそ100人（平均年齢48歳）を
対象に2020年夏に行なった調査：

• 新型コロナウイルス影響前： 1日の歩数は平均約 11,500歩

→ テレワークに切り替えた社員は歩数29％減少。
座っている時間も大幅に長くなっていた。
中には１日の歩数が70％減少の2,700歩程度のグループも。

→ 厚生労働省推奨の「１日8,000歩」を大幅に下回るケースが
多数みられた。

• （出典：筑波大学大学院人間総合科学研究科 久野研究室）
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＜＜ コロナ禍での巣篭もり生活の長期化 ＞＞

この1年間でも状況は改善せず・・・

行動範囲の極端な狭まり。
→ とくに高齢者層において深刻なフレイルリスクの問題を

引き起こしつつある。

→→ ワクチンが普及し、晴れて外での自由満喫の日が戻った
とき、もはや立ち上がるのも億劫、駅の階段はとても無理
という状態になっている人が蔓延。

高齢者のみではない、「若年層のフレイル」の脅威。
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歩行・外出の激減による３つの悪循環：

→ ① 筋肉の不使用→ 基礎代謝の低下→ 食欲の減退・
睡眠の質の低下 → 慢性疲労 → 全身の衰弱

→ ② 日光浴の激減 → ビタミンDの体内合成低下
→骨健康リスク増大

→ ③ 骨への刺激・負荷の激減 →
オステオカルシン（「臓器の若返り物質」）減少 →
骨健康リスク増大＋臓器の老化進行

→→→ フレイルリスクが全ての世代を超えて
増加の脅威に。

→→→ 「寝たきり」発生の若年化リスク。
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生活習慣病（メタボ）と骨粗鬆症

糖尿病・脂質異常症・高血圧症・慢性腎臓病（CKD）
↓

-動脈硬化を引き起こす疾患は骨の代謝に影響

-糖化は骨質（骨梁構造）劣化への関与が大きい
（骨密度は比較的安定）

糖尿病と慢性腎臓病によるものは、
生活習慣病関連骨粗鬆症として確立

骨質（骨梁構造）劣化の原因
酸化ストレス増大や糖化が進むことにより、骨組織内コラーゲン分子間に老化型の
架橋（終末糖化産物：ＡＧＥＳ）が増加することにあると考えられている

糖尿病、慢性腎臓病（ＣＫＤ）などに合併した場合は、
骨量減少レベルであっても早い段階からの治療が重要

（骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン

株式会社 アールビーエス
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「アンチ・フレイル」の
ソリューションのご提案

・ボンオリーブ： オステオカルシン関与素材

・プロテタイト®： 骨密度＋骨質向上素材

・アースライト： V-D2高含有マッシュルームパウダー

・WATTS’UP®： ミトコンドリア活性）

・Naxus®： 酪酸生成菌アップ 腸管免疫

・Microbiomex： フラボバイオティクス 腸管免疫

・エンドウマタンパク Pisane： 筋肉アップ

・ヘルスインガム： 「噛むことと免疫力」
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Oオリーブポリフェノール（オレウロペイン）
による新素材 ボンオリーブ のご紹介

機能性表示食品対応 SR実施済み

BONE HEALTH FROM OLIVE

【すべての世代の骨の健康と
若さの維持のために】

ボンオリーブ

【Mediterranean Origin】
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開発メーカー：BioActor社のご紹介

欧州の有力医療機関とのタイアップでユニーク素材を開発

▪ 2006 年設立
▪ 拠点： オランダ （マーストリヒト）
▪ Investors:
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欧州の有力な医療機関（マーストリヒト大学メディカルセンター等）
における『ヒト臨床試験』で効果が実証された ボタニカル抽出物・
ファイトケミカル素材 をグローバルに提供しています。
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・ 100％スペイン産オリーブ葉からの抽出物
・ 骨芽細胞の活性促進を臨床試験で確認
＞＞＞ そして ＞＞＞

・ 「若返りホルモン」（NKH「人体」より）オステオカルシン 分泌活性に関与

▪ 100%天然の組成物
（スペイン産オリーブ葉の抽出物）

▪ オレウロペイン（関与成分）高含有
▪ ユニークな作用機序
▪ ヒト試験での効果確認
▪ SELF-AFFIRMED GRASS認証
▪ 国際特許取得（US8138224, EP1617876)
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BONOLIVE®とは・・・
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骨は『①破骨細胞による骨の破壊』と『②骨芽細胞による骨の形成』が、絶妙なバランスにより

保たれており、常に新しく生まれ変わることにより、丈夫でしなやかな骨を保っている。

●骨の原料の摂取不足(カルシウム、ミネラルなど）
●老化により骨を形成するためのホルモン不足

骨を壊す量 ＞ 骨を作る量

→骨量が徐々に減少し、骨がスカスカになっていく。

BONOLIVE ® の作用機序①
～骨の再構築（リモデリング）～
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①骨の破壊

②骨の形成

骨の健康は骨の破壊と形成のバランスを保つことが重要
= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝



14

BONOLIVE ® の作用機序②

健康な状態

ストレス & 加齢

代謝バランスが崩れた状態

骨髄由来の間葉系幹細胞

骨芽細胞 脂肪細胞

骨髄由来の間葉系幹細胞

骨芽細胞

脂肪細胞

（骨芽細胞への分化が減少）

（骨芽細胞の活性化）

骨の形成は、骨芽細胞によって行なわれます。

BONOLIVE® は骨芽細胞の活性を促進します
※in vitro実験で骨の吸収(破壊）の抑制も確認済み
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ランダム化二重盲検試験

（閉経後の女性64名、12ヶ月間）

1000 mg カルシウム

N=
32

プラセボ群

1000 mg カルシウム

N= 
32

250 mg

骨代謝（破壊・形成）マーカー、骨塩量(DEXA)、血中脂質マーカー等を測定
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臨床試験プロトコール
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＜12ヵ月後＞
プラセボ群：６％減少

BONOLIVE摂取群：３２％増加

プラセボ群 １．９％減
BONOLIVE群 ０．９％減

骨形成活性を増加

骨密度の減少抑制

①骨形成マーカー血中オステオカルシン の比較

②腰椎の骨密度比較（DEXA SCANによる測定）
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臨床試験の結果

※オステオカルシンは骨芽細胞から分泌されるため
骨形成のマーカーとして利用される。
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高水溶性

速やかな吸収と効果の持続性

BONOLIVE®の特長
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・摂取後1時間以内に血中濃度は最高値に到達。

・オレウロペイン代謝物は24時間後も尿中から

検出されます。

・特殊な抽出法により高い水溶性を実現。
ドリンク製品などの用途にも向いています。
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抗酸化 抗炎症 ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ
低下

循環器系 骨 関節 糖代謝 糖吸収

オレウロペインとは？

オレウロペイン

オレウロペインとは？

オリーブポリフェノール。
強力な抗酸化作用、コラーゲン生成補助作用。
抗炎症、抗菌、抗ウイルス、利尿、メラニン色素抑制 など
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ボンオリーブの抗酸化能値
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EPOS-Study : 
Osteoporosis incidence in Europe

⚫ 欧州食品安全機関（EFSA）による評価
オレウロペインを含むオリーブ食品がEFSAより初めて栄養・健康表示※の
認定を得た（EFSA Journal 2011）。 ※ 「血中脂質の酸化ストレスからの保護に寄与」

⚫ EPOS The European Prediction of Psychosis Studyによる報告
地中海沿岸諸国において、骨粗鬆症の発症率が低いことを報告。

オレウロペイン、オレイン酸、オレアノール酸、ヒドロキシチロソールなどの成分を含む
オリーブは地中海沿岸で食品および民間薬メディカルハーブとして古来より摂取されてきた

地中海諸国における骨粗鬆症の低発症
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オステオカルシン(OC)とは？
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※ オステオカルシンは全身の
糖エネルギー代謝に関与

◼ オステオカルシンは、骨の非コラーゲン性蛋白質の約２５％を占める
カルシウム結合蛋白質。骨中に約0.4％存在し、血液中にも含まれる。

◼ OCは成熟骨芽細胞で産生され、分子内の３つのグルタミン酸残基が
ビタミンＫ依存性の酵素によって、γ-カルボキシグルタミン酸（Gla)へ
と変換された後、ヒドロキシアパタイトと結合する。

◼ 糖尿病患者では、血中のOCまたは低カルボキシル化OC（uOC） の
濃度が低下。

◼ マウスにおいて、インスリンは骨量を増加させる一方で、 uOCの骨
からの分泌も促進している。 uOCは膵β細胞に働きかけ、インスリン
の分泌を促すとともに、脂肪細胞にアディポネクチンの産生も促し、
肝臓や筋肉などの標的細胞のインスリン感受性を高めている

（出典】 実験医学：Vol.32, 1141(2014)= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝
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https://www.bilibili.com/video/av18170935/
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骨ホルモン＝「オステオカルシン」
メディアからの情報
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骨からの“メッセージ物質”が記憶力・筋
力・生殖力などを若く保つ！

骨芽細胞が出す若さを生み出す“メッ
セージ物質”「オステオカルシン」。

アメリカ、コロンビア大学
ジェラール・カーセンテイ博士

「人体」 神秘の巨大ネットワーク

骨が出す最高の若返り
物質 2018年１月７日放映

『 骨なんて、単に体を支える棒っきれだと思って
いませんか？ところが、骨の中にはたくさんの細
胞がうごめき、なんと体全体の“臓器を若くする”
ための「特別な物質」を出していることが、最新
の研究でわかってきました ーーー 』



「若返り物質」 オステオカルシン
＜記憶力＞

脳の海馬を活性化するメッセージ伝達物質としてのオステオカルシンに
より、記憶力の若さが維持される。

＜生殖力＞
男性ホルモン「テストステロン」分泌に関与。
精巣の活性化で精子の数にも元気にも影響。

＜筋力＞

筋肉のエネルギー効率を上げる。 その他、数多くの研究が進められている。

「若さをつかさどる門番」でもある、骨。
骨からのオステオカルシンの不足は、諸臓器の若さの維持を困難に
するだけでなく、あたかも生命のスイッチを切ってしまうかのように諸臓器の
老化を一気に進めてしまう。

「大腿骨骨折で寝たきりになった人の20-25%が1年以内に死亡」
（出典：NHKスペシャル「人体」 2018年 第三集）
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インクレチンを分泌

筋肉
加齢時の筋力の
衰えを防ぐ 脂肪 脂肪を分解する



オステオカルシンの産生促進には・・・

九州大学名誉教授・福岡歯科大学客員教授
平田雅人先生のご研究

■ 骨への刺激 かかと落とし

■ BONOLIVEの摂取

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 26



＜最新の研究＞
ボンオリーブの膝・関節の炎症に関わる効果の検証

• プラセボ対照二重盲検比較試験は、計124名の被験者を2群に分け、膝の
痛みや可動性などの解析を6か月間行なった。

• 被験者は、中程度の膝の痛み （VAS＝40～75） のある 55歳 以上の 男女 を
主とし、強い膝痛者などは除外した。

• 投与群へは125mgのBonolive®(＝50ｍｇオレウロペイン含有）を毎日２回６ヶ月
間投与し、プラセボ群へはマルトデキストリンを投与した。

• 評価項目は、KOOS指数（Knee Injury and Osteoarthritis Outcome Score：
膝外傷および変形性膝関節症転帰スコア） と 血清中のColl2-1NO2 （II型コ
ラーゲン特異的バイオマーカー） とした。

• 運動開始後の膝痛指標である VAS（Visual Analogue Scale） や OARSI
(Outcome Measures in Rheumatology-Osteoarthritis Research Society 推奨のパフォーマンス指標である
「30秒間椅子立ち上がりテスト」、「階段昇降テスト(8SCT)」、「40m歩行テスト」
に加え、血清中の炎症や骨・関節のリモデリングに関するバイオマーカー
ならびに 尿中オレウロペイン代謝物 濃度を比較した。

27



BONOLIVE®  lowers discomfort associated with common walking, bending and 

straightening the knee!

CLINICAL SCIENCE
RESULTS: Reduction in moderate joint discomfort

®

Results are significant in subjects with the 

highest discomfort ratings at baseline.
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A RANDOMIZED, PARALLEL GROUP, DOUBLE-BLINDED, 6-MONTH STUDY IN 

COLLABORATION WITH NESTLE HEALTH SCIENCE

124 MALE & FEMALE MID AGED SUBJECTS WITH JOINT PAIN ( >55 YRS)

Primary endpoint;  Knee discomfort (mean VAS score) 

& Quality of Life score (KOOS QOL)

Placebo

NEW CLINICAL SCIENCE
In-vivo study on Knee Discomfort & Joint Health

®= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 29



CLINICAL SCIENCE
RESULTS: Improvement in daily activity & quality of life

®

BONOLIVE® improves quality of life and ability to perform basic daily activities!
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解析結果のまとめと考察

• 治験開始の時点で歩行時の痛みが強かった被験者グルー
プを事後解析した結果、歩行時の痛みは、ボンオリーブ摂
取群でプラセボ群と比較して顕著に低下した（ｐ＝0.03）。

ボンオリーブ摂取群は、

歩行時の痛みに良好な寛容化が見られた。

• ボンオリーブは、膝関節痛を和らげ、関節痛のある人の

可動性を高めるために利用できると考えられる。
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MARKETING & FORMULATION
Wide range of positionings

BONE 

HEALTH

Healthy Ageing & 

Mobility

JOINT

HEALTH

Bone Formation 

Reduction of Knee 

Discomfort 

®= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 32
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プロテタイト®

（骨密度・骨質を健康的に維持する特許素材）

エビデンスと製品化のご紹介

・骨粗鬆症は、未病段階から事前の予防が重要であり、介護を必要としない「健康寿命」を伸ばすこと
が大切。 （骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン2011）

・40歳代から自覚症状の無いまま徐々に始まっている運動器（骨・筋肉・関節）の障害は、 骨粗鬆症・

変形性腰椎症・変形性膝関節症の３疾患で患者数は約４,７００万人 にも及ぶ。

・なかでも骨粗鬆症患者は予備軍を含めると ２,０００万人。

・骨粗鬆症は、「歩行困難や骨折寝たきり」になってしまい、身体の老化が急激に進んでＱＯＬ（生活上
の機能・満足感）や、ＡＤＬ（日常の生活動作）を著しく低下。
・医療費の増大を招く要因となることから、社会問題ともなっている。

株式会社 アールビーエス= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 33



34 株式会社 アールビーエス

プロテタイトの特許と査読付き論文

「骨密度と骨質」の双方に作用する新規素材として、

物質特許と製法特許を取得（日本・アメリカ・中国・台湾・韓国）

学会誌

「OralRadiol」
論文名； Inhibitory effect of 

collagen-mineral 

complex on deterior

ation of bone mass 

and bone quality in 

ovariectomized mice

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 34



35

魚養殖場（タイ サムサットコン）

鱗

プロテタイト(コラーゲン含有ミネラル複合体)とは？

プロテタイトプロテタイト
（２万倍画像）

鯉

プロテタイト配合の
機能性商品

走査電子
顕微鏡画像

魚鱗から抽出精製したミネラル成分
に、同じ魚鱗から抽出精製したⅠ型
コラーゲンが沈着結合（プロテタイト）

株式会社 アールビーエス
= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 35



プロテタイトの成分

株式会社 アールビーエス36

プ ロ テ タ イ ト 製 品 規 格

項 目 規 格 値 試 験 方 法 項 目 規 格 値 試 験 方 法

水分 １０％以下 常圧加熱乾燥法 Ｐ Ｈ ４.５～７.５ PHメ－タ－（10％懸濁液）

タンパク質 １８％以上 ケルダ－ル法 重金属（Pb） ２０ppm以下 硫化ナトリウム比色法

リン １０％以上 ICP発光分析法 ヒ素（As2O3として） ２ppm以下
食品添加物公定書一般試
験法

カルシウム ２５％以上 ICP発光分析法 一般生菌数 3,000個/ｇ以下 標準寒天平板培養法

マグネシウム ０.２％以上 ICP発光分析法 大腸菌群 陰性 ＢＧＬＢ培養法

ナトリウム １.２％以下 原子吸光光度法

≪プロテタイトの成分分析値≫ 

・リン １４ ％

・Ｉ型コラーゲン ２０ ％

・マグネシウム ０.７％

・カルシウム ２８ ％

・ナトリウム ０.８％

・水分 ２.０％

※ Ca・アパタイト(HAp)換算係数 ： 2.5067

Ca5(PO4)3OH／(5×Ca)=502.311426／(5×40.078)＝ 2.506669125

アパタイト(HAp)構造の組成物 ７０％
（※Ca・HAp換算係数：2.5067 ）

36



２万倍のナノ画像で見る
プロテタイトは雲か綿花
のようであり、その表面
には人の骨組織に似た
構造が写し出されている。

37

プロテタイト（コラーゲン含有ミネラル複合体）

270倍拡大 2,000倍拡大

20,000倍拡大10,000倍拡大

走査電子顕微鏡画像

株式会社 アールビーエス

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 37



人の骨組織画像（海綿骨）
走査電子顕微鏡画像

株式会社 アールビーエス38

骨折したヒトの骨組織
（海面骨）を電子顕微鏡
で見たナノ画像です。

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 38



プロテタイト画像

人の骨組織画像

骨折部位から見えるヒト
の骨組織画像（赤ワク）
と、２万倍画像で見るプ
ロテタイト表面のナノ画
像（赤ワク）とが似ている
ことを視覚的に確認する
ことができます。

人の骨組織とプロテタイトのナノ画像

39 株式会社 アールビーエス

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 39



遠位骨端部(A)

OVX Control プロテタイト摂取２ヶ月後
骨幹部(B)

（Fig.１）
40

大腿骨骨密度のpQCT画像

株式会社 アールビーエス

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 40



OVX  Control プロテタイト摂取２ヶ月後

（Fig.２ ）

41

骨質（骨梁構造）の3次元構築画像

株式会社 アールビーエス

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 41



被験者 ・４８歳から７４歳の女性 ３０名（平均年齢58.4±9.5歳）

・カルシウムを基本素材としたサプリメント摂取の未経験者

期 間 ：１年間 摂取量 ： プロテタイト1.68g／day

プロテタイト摂取前に基準となる被験者の診療情報を収集し、１年間にわたるプロテタイト摂取を開始

臨床試験プロトコル

42 株式会社 アールビーエス

試験実施 ： 神奈川歯科大学付属病院 骨粗鬆症外来 放射線科

１年

６ヶ月

３ヶ月

検査１回目 検査２回目 検査３回目 検査４回目

プロテタイト摂取開始 プロテタイト摂取終了

プロテタイト摂取中及び摂取終了後にも被験者の診療情報を収集し、骨密度及び骨梁構造改善効果の判定

・インフォームド・コンセントの取得

・研究試験計画の説明と、参加の同意書を作成

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 42



被験者３０名(48～74歳)の骨密度平均値推移グラフ

プロテタイト摂取による被験者３０名の
骨密度平均値推移グラフ

1

1.01

1.02

1.03

1.04

1.05

1.06

1.07

開始時 1年

腰椎骨密度 腰椎骨密度

プロテタイト非摂取者６名の
骨密度平均値推移グラフ

大腿骨骨密度

プロテタイト
摂取

神奈川歯科大
学付属病院
骨粗鬆症外来
放射線科

プロテタイト

非摂取

43

プロテタイト
摂取

43



骨質（骨梁構造）臨床試験画像

44

プロテタイト
摂取1年後

骨梁の断絶箇所が減少
し梁が密になっており
骨梁構造の改善されて
いる様子を視覚的に確
認することができます。

プロテタイト
摂取前

骨梁の断絶箇所がとこ
ろどころに見られ、梁
の数が減少している様
子を視覚的に確認する
ことができます。

大腿骨内部構造画像

株式会社 アールビーエス

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 44



臨床試験結果

45 株式会社 アールビーエス

【結 論】

＝骨密度が激減する年代の４８～７４歳の
女性３０名を対象にした臨床試験の結果＝

・プロテタイトは、加齢による骨密度の減少を抑制し予防効果のあ
ることが認められた。

・プロテタイトは、骨質においても骨梁構造の劣化を抑制し改善効
果のあることが認め

られた。

・被験者には副作用が認められず臨床的にも安全性が実証され
た。

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 45



46

株式会社 アールビーエス

骨強度 ＝ 骨密度 ＋ 骨質
70％の割合で関与 30％の割合で関与

次世代の新規素材「プロテタイト」は
骨密度・骨質の両方に作用

健康な骨（強くてしなやか） （強さ） （しなやかさ）

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 46



プロテタイト配合製品例 「海のエール」

.

47



48

製品OEMケースでの「アフターサービス」
（１） 骨量計測機の貸し出し

超音波骨量測定装置「ビーナス」（日本光電）

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝



製品OEMケースでの「アフターサービス」
（２）アカデミア、クリニックのご監修ご紹介

平田雅人先生 （九州大学名誉教授）

宝田恭子先生 （日本アンチエイジング歯科学会監事）

関口由紀先生 （女性医療クリニックLUNAグループ理事長）

香西雄介先生 （神奈川歯科大学教授）

伊藤明子先生 （東京大学小児科・赤坂ファミリークリニック院長）

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 49



製品プロモーション・啓蒙販促活動（例）
宝田恭子・関口由紀両先生の豪華コラボレーション！

.

50= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝



骨健康関連
・ オステオカルシン：

NHKスペシャル「人体」：

https://www.bilibili.com/video/av18170935/

九州大学名誉教授 平田雅人先生ご講演：

https://www.youtube.com/watch?v=8ywQA1KRzTo&feature=youtu.be

・ ボンオリーブ：

・ プロテタイト：

51

https://www.bilibili.com/video/av18170935/
https://www.youtube.com/watch?v=8ywQA1KRzTo&feature=youtu.be


シナジー素材のヒント

• UC-II® 非変性II型コラーゲン：関節ケア

輸入販売社：株式会社龍泉堂

• HMB Care® 筋肉増強ケア

製造発売元：小林香料株式会社

• EARTHLIGHT®  ビタミンD高含有マッシュルームパウダー

天然由来ビタミンD高含有 (製法特許）

52= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝



CBC株式会社

～フレイル対応（運動系）
素材・製品企画のご紹介～

53



ブレインベリー

～ 【眼ー脳ー指先リンク】のリフレッシュ素材 ～

e-スポーツに！ アスリートに！

CBC株式会社



＜＜ ブレインベリーの特長 ＞＞

☆ 脳機能への関与がヒト臨床試験（二重盲検試験）で証明された、

世界で初めてのアロニア由来エキス。

☆ アロニア固有アントシアニン高含有 (総AC＝23-25%で規格化）

☆ < Brain Fitness (脳のフィットネス）を実現 >

・視覚を通じた脳からの正確な運動コントロール ＝動作性

・ミスの少ない正確かつ迅速なアクション ＝集中力

・不透明・混乱・疲労状態下での素早い状況判断 ＝判断力

☆ 65 ～ 130㎎/日の低摂取量

☆ 高い水溶性



Aronia berry the new Superfruit from the 
Baltics

アロニア(Aronia)とは：

― 北米原産の多年生植物

― 極寒の気候の中で数十年間を生き抜くために
その小さな実はポリフェノールを高含有

― ヨーロッパでは古くから万能健康フルーツ、
「ナチュラル・メディスン」として珍重

― アントシアニンが他のベリー系フルーツと比較して
高含有。とりわけ、アロニア由来の固有の

「シアニジン-3-ガラクトシド」が６５％と高含有

☞☞☞ 脳機能改善への関与が研究された ・・・



Aronia the ‘Superberry’ 



アロニア由来のアントシアニン 「シアニジン-3-ガラクトシド」:

• 血液脳関門を超えている可能性の発見
• 脳血管血流の改善
• 脳神経と伝達物質の活性化

シアニジン-3-ガラクトシド

選択的抽出

BRAINBERRY® BEYOND ANTHOCYANINS



脳血流改善、血液脳関門透過に関する有力なin-vitroデータ



神経線維の密度に影響 酸化ストレスや炎症からの保護

BBB(blood brain barrier)

作用機序
神経保護作用 と 抗酸化効果

シアニジン-3-ガラクトシドが血液脳関門”BBB”を透過



Test Center;

Maastricht University 

Medical Center

Principal Investigator;

Prof. Jogchum Plat

Maastricht University

Dean NUTRIM

CLINICAL STUDY
アロニアの脳機能関与に関する最初のヒト臨床試験



102名の健常者による12週間のプラセボ対象二重盲検並行群間比較試験

Principal Investigator; Prof. Jogchum Plat Maastricht University, Dean NUTRIM

• 認知機能と心理状態を測る３種の試験を実施
• 超音波検査で血管の数値を測定

• 脳の抗酸化物質と関連するバイオマーカーの研究

プラセボ群

N=32

BRAINBERRY® 

低含量摂取群
(65mg)N=34

BRAINBERRY® 

高含量摂取群
(110mg)N=35

CLINICAL STUDY
First Clinical Study with Aronia for Cognitive Performance



Focus, Concentration…….



“Accuracy Concentration Test

(正確さの測定による集中力のテスト
• 制限時間：３分間

CLINICAL STUDY
Concentration Test



§12345678

RESULTS 
Accuracy/Concentration Test 

ΔTG-TF

{*
１２週間後に

+43%の改善率



Brain Fitness For All Ages

The Brain At Work!



視覚情報 と 末端運動部の 連携



PSYCHOMOTOR CONTROL: 

Grooved Pegboard Test

CLINICAL STUDY
Eye-Hand Coordination 動作性の試験



RESULTS 
Grooved Pegboard Test

0-12 weeks 0-6 weeks

ΔDominant Hand

{*

１２週間後の
+6.9%の改善



Golden, C. J. (1978). The Stroop Color and Word Test: A manual for clinical and experimental uses. Chicago, IL: Stoelting.

COGNITIVE FLEXIBILITY: 

Stroop Test

CLINICAL STUDY
Cognitive Test Battery



RED  BLUE  BLACK  YELLOW  GREEN  RED  BLUE  BLACK  YELLOW  BLUE

BLUE  RED  GREEN  YELLOW  BLACK  YELLOW  BLACK  YELLOW  YELLOW

YELLOW  RED  BLUE  YELLOW  RED  BLUE  GREEN  BLUE  BLACK YELLOW  

GREEN  RED  BLUE  BLACK  YELOLW  BLACK  RED  BLUE  YELLOW  BLUE

RED  BLUE  BLACK  GREEN  YELLOW  BLACK  RED  BLUE  RED   YELLOW

GREEN  BLACK  RED  YELLOW  BLUE  RED  BLACK   BLUE  RED   GREEN 

BLUE  RED  GREEN  YELLOW  BLACK  YELLOW  BLACK  YELLOW  GREEN  

YELLOW  RED  BLUE  YELLOW  RED  BLUE  GREEN  YELLOW  BLACK  RED  

STROOP TEST 1頁目（そのままぜんぶ読んでください）



STROOP TEST ２頁目（何色かを言ってください）

.    . . . 

. .

.    . . . 

. .

.    . . . 

. .

.    . . . 

. .



STROOP TEST ３頁目 （読んではNG！色を言ってください）

RED BLUE BLACK YELLOW  GREEN RED  BLUE BLACK YELLOW RED BLACK

BLUE RED  GREEN YELLOW BLACK YELLOW BLACK YELLOW BLUE RED

YELLOW RED BLUE  YELLOW RED  BLUE GREEN  YELLOW BLACK YELLOW

GREEN  RED BLUE BLACK YELOLW BLACK RED BLUE  YELLOW RED BLUE

RED BLUE BLACK GREEN YELLOW  BLACK RED  BLUE RED GREEN YELLOW

YELLOW RED BLUE  YELLOW RED  BLUE GREEN  YELLOW BLACK YELLOW

GREEN BLACK RED  YELLOW BLUE RED  BLACK BLUE CBC  BRAINBERRY® 



Results: 
Stroop-Test

RESULTS 
Stroop Test 

１２週間で
+１７％の改善

ΔStroop



e

-e-スポーツ向け製品開発

BRAINBERRY® is a registered trademark of Bioactor B.V. This information has not been evaluated by the Food andDrug Administration. Neither the information nor  
any formula(s) is intended to diagnose, treat or cure any disease.

BIOACTOR B.V. - Brightland Health Campus - Gaetano Martinolaan,85 - 6229GS Maastricht, The Netherlands

Gummis Stick PacksCapsulesChewable tablets

www.bioactor.com info@bioactor.com

http://www.bioactor.com/
mailto:info@bioactor.com


研究継続ポイント

・BBB（血液脳関門透過） ＋ 口腔内吸収
＝神奈川歯科大学との共同研究＝

・ブドウ糖との組み合わせによるシナジー（速い体感）

・ルテインとの組み合わせによるシナジー（眼での体感）

・特に若年層におけるカフェインの過剰摂取問題への対応



～コロナ禍 巣籠りのもたらしたもの～

＜パターン①＞

ステイホームの中、家では eスポーツゲームを

楽しんだ！ （→ いーじゃない！）

＜パターン②＞

学校に行けない期間、ゲームを毎晩、朝まで

やっちゃった！ （→ へー 、それで・・・？）

コンビニのジュースの棚で買えるカフェイン

たっぷりのドリンクと、 「1日3本」のお友達に

なっちゃった！ （→ なな、なんと！；；）
= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 77



＜ご提案＞
ブレインベリー配合の

機能性表示食品について

= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 78



～ 効果の「見える化」のために ～



ブレインベリー

～ 【眼ー脳ー指先リンク】のリフレッシュ素材 ～

e-スポーツに！ アスリートに！

CBC株式会社



CBC株式会社

運動パフォーマンスを
サポートするオレンジ抽出物

81



▪ 100% 天然の組成物 CLEAN LABEL

▪ スペイン産オレンジより分離精製
▪ 仕事率（パワー）を5％以上増加
▪ 特徴的な作用機序
▪ 国際特許出願済み

82

スペイン産オレンジから独自の分離精製技術で抽出したフラボノイド組成物で、
仕事率（パワー）を５％以上増加させることをアスリートによる臨床試験で確認
しています。

仕事率（パワー）とは？

仕事率Power（w）＝仕事量Work（Job）÷ 時間Time（second）

P ＝ W / T

WATTS’ UPとは・・・

→ 時間あたりの仕事量を示す



L-arginine※ eNOS

効果の持続、生理的機能の改善

NO level

eNOSレベルを自然な
バランス状態に回復

NO

* Naturally present in the body

(※注）体内に存在する
L-arginine

体内のNO合成能力を改善

WATTS‘UPは、血管内皮の機能を改善 【ヒト臨床で検証済】

➮一酸化窒素合成酵素（eNOS)の活性を誘導し、
全身の生理的なNO生成レベルを改善。

➮ 長期的な効果の持続。

WATTS’ UP の作用（１）



Inter membrane space

O2

ADP ATP

• ミトコンドリアにおける酸素消費効率を向上させる

• 最大呼吸量を増やす

• 血液形成による酸素供給が創出する潜在的エネルギー

power ↑

Sugar & Fat 
Oxidation

Proton Pumps

H+     

ATP synthase

H+     
H+     H+     

H+     

H+     

H+     
H+     

H+     

H+     
H+     

H+     

Mitochondrion

H+ leakage

H+     

+

O2

WATTS’ UP の作用（２）

※Liege Univ.（ベルギー）Center for Oxygen R&Dによるin vitro研究による
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～～WATTS’ UP 臨床試験：運動パフォーマンス検証～～

臨床試験プロトコール①



オランダ最先端のスポーツ・ラボにて
運動パフォーマンス試験

臨床試験のプロトコール②

0.5秒ごとの仕事率（パワー）測定。
＝ データ正確性： ＞99.5％

オランダの自転車競技オリンピック代表チームと
同じ設備で試験を実施

SRM社製のエルゴメータによる
すべてのパフォーマンス測定



ランダム化二重盲検試験

39名の様々な分野のスポーツアスリートによる4週間の試験、

(持久力性スポーツ54% 瞬発性スポーツ 46%)    

400 mg/日

N = 19
プラセボ

（セルロース）

500 mg/日

N = 20

“仕事率※（パワー）”と“酸素消費量（VO２）”を測定

臨床試験のプロトコール③

※仕事率：単位時間内にどれだけのエネルギーが使われているかを表す物理量



プラセボ対照ランダム化二重盲検試験

臨床試験のプロトコール④

•10分間疲労困憊前まで走行

•25分間休憩

•10分間タイムトライアルテスト

投与期間

•４週間の投与

（WATTS’ UP 又はプラセボ）

•日常的運動は継続
試験２

•10分間疲労困憊前まで走行

•25分間の休憩

•10分間タイムトライアルテスト

試験１
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臨床試験の結果①

4週間後の仕事率（W）の増加量
（WATTS’ UP vs プラセボ）

WATTS’ UP群の仕事率（W）：
４週間の摂取で１５W（５％相当）上昇



臨床試験の結果②

WATTS’UP群の酸素消費量/仕事率
（投与前 vs ４週間後）
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酸素消費効率が向上

酸素消費量/仕事率は４週間の摂取により２．６２％減少



= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 91



= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝ 92
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Arabinoxylan
from 

Wheat Endosperm

®

小麦由来アラビノキシラン

Naxus® ナクサス



NAXUS®ナクサスとは?

小麦穀粒の「胚乳」から抽出された

100％天然のアラビノキシラン

キシロースを主鎖とするキシラン

＋側鎖にアラビノース側鎖

＋フェルラ酸



過去10年にわたるNAXUS®研究プロ
グラム

IN-VITRO IN-VIVO CLINICAL



免疫系

糖代謝系

プレバイオティクス

4 clinical studies

3 clinical studies

3 clinical studies



プレバイオティクス効果

腸内細菌叢を有用菌優位にシフト

↑Bifidobacteria
↑Roseburia spp. 
↑ Bacteroides/Prevotella
↑ Bifidobacterium longum

３つの臨床試験でビフィズ
ス菌の増殖促進を確認
(1g/5g/7.5g)

Clinical study: Lecerf et al.



免疫系

糖代謝系

プレバイオティクス

4 clinical studies

3 clinical studies

3 clinical studies



免疫系のはたらき

・ 短鎖脂肪酸（酪酸・プロピオン酸など）

産生促進

☞ GPR43活性化

制御性T細胞（Treg)分泌・分化誘導

・ ワクチン摂取後の免疫応答性の向上





腸管バリアの強化

• NAXUSは大腸粘膜上皮の杯細胞を増加させる

⇒ 粘液産生の促進 ⇒ 粘液層の強化

• Naxusはタイトジャンクション接合部の安定性と
バリア機能を担うタンパク質の誘発に関与。

遺伝子転移 Intervention
Difference
in means

p-value

Claudin-3
7.5g AXs
15g AXs

0.020
0.045

ns
<0.05

Claudin-4
7.5g AXs
15g AXs

0.020
0.030

ns
<0.05

Occludin
7.5g AXs
15g AXs

0.036
0.032

<0.05
<0.06

Niessen, J. Invest. Dermatol 2007

Clinical Study: Salden et al. Clin Nutr. 2018



免疫システム

■ NAXUS摂取により大腸内に増加した
短鎖脂肪酸は、GPR43を活性化させ、

制御性T細胞(Treg)を誘導。

⇒ 腸内の炎症や腫瘍形成の抑制や過剰な
免疫応答（暴走）などを監視し、腸の動きの
平常化、分泌物の活性化を促進するなど、
腸の健常な免疫システムのサポートや腸管
バリア機能の向上に寄与。

※現在進行中の主な臨床試験
・炎症性腸疾患の患者対象
・アスリート対象の運動パフォーマンスへの

影響と腸内細菌叢との連関性調査
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Naxus摂餌による短鎖脂肪酸の増加
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食物繊維投与マウスにおける代謝産物とTreg細胞の誘導



NAXUS®摂取後のワクチン接種反応

感冒罹患率の低下 抗体保有率の上昇
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免疫系

糖代謝系

プレバイオティクス

4 clinical studies

3 clinical studies

3 clinical studies



糖 代 謝 系

– NAXUS を継続的に摂取することに
より、血中のグルコース、インスリン、
グレリンなどが低下。

– 血糖コントロール持続。

– 粘張性の食物繊維は、GI値を下げ
る作用があるが、食事ごとに摂取
する必要がある。

– NAXUSは、毎日1回の摂取で血糖
ピーク値をコントロールできる。



Naxus®の糖代謝系のはたらき

• 6週間のNAXUS (15g) 摂取で食後血糖値が低下。

• 血中のグルコースやインスリンのレベルは、systemically に糖尿病境界域から正常な状態に回復。

• NAXUS摂取により、食後の満腹感が持続。

※ Real disease prevention!

x

Garcia et al. Eur. J. Clin. Nutr. 2007



Naxus®の糖代謝系のはたらき

Microbiota change =>
SCFA (propionate) ↑ 
GPR43 activation =>  
works as a master switch:

• Insulin sensitivity 
improved

• Satiety increased

• Intestinal transit reduced



生産行程

デカンテーション3回

膜分離

SD

ふるい分け、
金属探知

& QC

水
回復



Regulatory Status

Ingredient declaration

• NAXUS can be labelled as:
– Wheat Fiber (FDA guidance)

– Wheat arabinoxylan

– Arabinoxylan from wheat endosperm

Nutritional declaration

• Fiber claim; > 50% dietary fiber

• NAXUS is low in gluten, but not ‘gluten free’

• Production process compatible with Halal principles

Novel food

• Wheat fiber is not considered a novel food (AFFSA-Opinion)

• Non-GMO



Health Claims

EFSA Health Claim

• Only Arabinoxylan from wheat endosperm

benefits from glycaemic control health claim

• 8% of AX (60%) per available carbohydrates 

Health Claim: Consumption of arabinoxylan as part of a 

meal contributes to a reduction of the blood glucose rise 

after that meal.



＜ まとめ ： ナクサスの 腸内細菌叢 を介した 健康効果 について ＞

・ 古くから食経験があり、安全性が担保されている小麦由来のアラビノキシラン

・ 腸内細菌群に酪酸・プロピオン酸などの短鎖脂肪酸を産生させ、GPR43を活性
化させ、制御性T細胞（Treg)の分泌と分化を誘導。免疫系のはたらき。

・ ワクチン摂取後の免疫応答性の向上

・ 持続的な血糖コントロール： 毎日1回の摂取で血糖ピーク値をコントロール。

・ 国内の公立大学機関での追加試験

・ 飲料、グラノーラ、バーなど食品からサプリメント形状まで幅広い用途展開。



『フラボバイオティクス』素材

マイクロバイオメクスのご紹介

114



MicrobiomeX®は、腸内環境を良好に維持する柑橘抽出物で、
腸管粘膜を保護し、免疫力を向上させる食品素材です。

✓柑橘物から抽出した食品素材
✓腸の健康に関わる初のフラボノイド素材
✓ユニークな作用：腸内共生マイクロバイオータのバランス制御

➡フラボバイオティクス
✓腸内フローラバランスによる免疫力アップ

✓低ドース=500mg ☞ シン・バイオティクスサプリメントへ！
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• 腸内マイクロバイオータのバランス : 様々な生物学的プロセスにおける重要
な役割を果たし、宿主の健康に寄与（消化吸収、感染防御、免疫の強化）

• 腸内マイクロバイオータは、局所的ならびにシステム的に様々な症状とリンク

• 本フラボノイド組成物の摂取により腸内細菌叢が改善
⇒健康にプラスする短鎖脂肪酸（酪酸やプロピオン酸）の生成
⇒腸のバリア機能や免疫系への好作用

• 健康増進の新しいアプローチ (局所的ならびにシステム的)

腸内マイクロバイオ―タとフラボバイオティクス
健康の新たなターゲット

116



腸管バリア機能の破綻 and/or 耐久性減少

☞ 腸内の炎症 ☞ 活性酸素種・活性窒素種 生成

☞ 酸化ストレスへの曝露の増加

柑橘フラボン類摂によって・・・：

・ 変性疾患（がんなど）リスク低減 (抗酸化活性・抗炎症活性による）

・ 腸内マイクロバイオータに作用、病原性細菌の阻害

( 腸内マイクロバイオータには、粘液分泌や結合複合体の制御、

宿主の免疫や代謝系との相互作用による病原菌の侵入防御、

など数多くの役割が明らかになっている )

・ 有用細菌類の増殖を選択的に促進

・ 代謝変換された化合物も腸内をより好ましい環境へと誘導

・ 腸内のホメオスタシス維持・改善に加え、炎症や酸化ストレスなど

全身の代謝性疾患の改善にも寄与。

117

柑橘フラボン類の摂取と健康



Summary of the most representative eects of hesperidin consumption and its derivatives on cardiovascular risk factors, including 
glucose homeostasis, blood pressure and endothelial function, and lipid profile and adiposity. 

SBP: systolic blood pressure; DBP: diastolic blood pressure; NO: nitric oxide; FFA: free fatty acids; TG: triglycerides; Chol: cholesterol.

Nutrients 2020, 12, 1488
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・ 柑橘フラボン類（ヘスペリジン、ナリンギン）が、胃酸や
小腸内消化酵素による分解をされず結腸に到達。

・ 結腸内のマイクロバイオータから分泌されるαｰラムノシ
ダーゼの作用でラムノースが切り出された後、
βｰグルコシダーゼの作用でグルコースが遊離。

• フラボン類の大部分は結腸で変換され、一部は小腸の
末梢部で分解。

・ ヘスペリジンやナリンギンのアグリコン（ヘスペリチンやナ
リンゲニン）が腸管上皮細胞から吸収されるとともに、
腸管内細菌群の酵素によって、フェノール酸類などへと
代謝される。

119

経口摂取したフラボン類の動態



120

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flavanone_num.svg


Nutrients 2020, 12, 1488
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• Key findings:
• MicrobiomeX のポリフェノール配糖

体は胃や小腸では安定構造を保つ。
• 配糖体は、体内吸収されにくい。
• 結腸において脱グルコシル化された

アグリコンは、腸管吸収されやすく、
さらにフェノール酸などへも代謝変換
されやすくなる。

MicrobiomeXの結腸における動態

• CONCLUSIONS:
MicobiomeX®  の大部分は
分解されずに結腸に届き
主に下行結腸(DC)に棲息の
微生物によって 活性型の
代謝産物へと変換される

結腸内で糖が外れた
アグリコン

糖

ヘスペリジン

Bacteria

活性型ポリフェノール
代謝物
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• 経口摂取したポリフェノール類は、消化管内で変換可能な腸内細菌の集積
により代謝されているとともに、一方で、ポリフェノール類が腸内マイクロバ
イオータ組成をより好ましい方向へと誘導しているエビデンスも報告されて
いる（53.54） 。

• 腸内や糞便中の細菌に関する最近の研究から、柑橘系フラボン類や果実
加工食品は病原性微生物の阻害、ビフィズス菌や乳酸菌などの有用細菌
の増殖、短鎖脂肪酸類（SCFAs）の産生などを促進していることが明らかに
されている。

• 柑橘フラボノイドアグリコンのヘスペレチンとナリンゲニンは、多くの腸内細
菌類の増殖を阻害するが、それらの配糖体であるヘスペリジンとナリンゲ
ンは、 Bacteroides galacturonicus, Enterococcus caccae, Bifidobacterium 
catenulatum, Ruminococcus gauvreauii, Escherichia coli に対する阻害作
用は認められなかった。

• Lactobacillus spp. の生育はナリンゲニン250μg/mL以上で阻害された
[18]。

• ナリンゲニンのMICは、S. aureus 62.5 (μg/mL), E. coliやS. typhimurium な
どでは125 (μg/mL)であった。

• 一方、配糖体であるヘスペリジンとナリンジンンは、Bifidobacterium bifidum 
の増殖を促進させた[60]。

• 柑橘フラボンやそのアグリコンに加えて、結腸内の微生物変換により生成
されたフェノール性化合物は、腸内マイクロバイオータの組成に影響を及
ぼしている[55,60–63]。 123

ポリフェノール と 腸内マイクロバイオータ の関係



ヘスペリジンと大腸内マイクロバイオータ

• ヘスペリジンなどのフラボン類は、胃や小腸などで分解されずに結腸に
達する。

• ヘスペリジンは、結腸内でBifidobacterium pseudocatenulatum から分泌
されるラムノシダーゼの作用でルチノース［ラムノースｰα-（1→6）グル
コース］を遊離し、ヘスペレチンに変換され、腸細胞から吸収される。

• ヘスペリジンは、結腸内でPrevotella spp.や Porphyromonas gingivalis, 
Fusobacterium nucleatum, Escherichia coli, Pseudomonas aeruginosa, 
Clostridium spp.などのグラム陰性菌だけでなく、 S. aureusや
Lactobacillus acidophilus などのグラム陽性菌の増殖を強力に阻害する
[③107,108] (図3). 

• 一方、ヘスペリジンは大腸内のLactobacillus属やBifidobacterium 属など
の有用細菌の増殖を選択的に促進させ、腸内マイクロバイオータを適切
な環境となるよう制御している[③109,110,113].

• さらに、ヘスペリジンは大腸内で短鎖脂肪酸類(SCFAs)を生産・分泌す
るBifidobacterium spp., Lactobacillus spp., Akkermansia muciniphila な
どの有用細菌の増殖を促進させる。
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Nutrients 2020, 12, 1488

Illustrative diagram of hesperidin absorption in the colon
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フラボノイドの
90-95％が分解さ

れずに結腸まで
届く

主に上行結腸・
横行結腸に棲息
する細菌により

代謝
活性化され
たポリフェ
ノール類へ
と代謝（ア
グリコン）

結腸でのフラ
ボノイドによ
る直接効果; 
生体内における
抗酸化作用

遊離された
糖が特定の
細菌の餌と
なり、腸内
菌叢が改善

健康にプラ
スする短鎖
脂肪酸の増
加(酪酸↑)

Systemic 
effects

免疫システム↑ 
(NF-kb阻害)

Local effects
腸細胞のエネル

ギー源

フラボバイオティクス:  Dual Action ～２つの経路のメカニズム

腸管粘膜の保護：
腸管バリア機能の

改善
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大腸内における短鎖脂肪酸の役割

(1) 腸管細胞のエネルギー源

(2) 腸 バ リ ア 機 能 改 善

(3) 炎 症 プ ロ セ ス 阻 害

• 酪酸は、腸細胞のエネルギー源として用いられ、また腸粘液物質の分泌促
進

だけでなく、ゾヌリンやオクルデインなど腸管上皮細胞への細菌の侵入を抑制

する蛋白質の発現促進など、腸バリア機能を強化。

（ヒト腸内で酪酸の産生に関与する主なFirmicutes 門類は Clostridium 
leptum, 

Faecalibacterium prausnitzii, Roseburia spp., Eubacterium rectale など）

・ プロピオン酸 は、炎症性サイトカインやケモカインの分泌を減少させ、

肝臓における糖新生のプロセスを制御

• 酢酸 は、肝臓における脂肪産生に関与

• 腸内でのプロピオン酸や酢酸はほとんどがBacteroidetes phylumにより産生
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•ヒト腸管モデル(SHIME®)を用いた
再現シミュレーション実験

・消化管内を再現する科学的にバリデートした実験
モデル装置
• MicrobiomeX (>80% ヘスペリジン-2S ＋ >4%ナリン

ギン)を毎日500mg、3週間投与。

•エンド・ポイント:
• 腸管内でMicrobiomeXから代謝変換される

ポリフェノール類の動態。
• 腸内細菌フローラ変遷とポリフェノール誘導体

In vitroにおける作用機序研究
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• ヒト腸管モデル(SHIME）を用いた下行結腸の

菌叢推移を追跡した結果、 MicrobiomeＸ®を添加

した場合には 対照と比較してクロストリジウム・

クラスター(Clostridium cluster) XIVa（酪酸生産

性） の相対存在量が増加。

• Clostridium cluster XIVaは粘液物質ムチンの分泌

促進。【P Van den Abbeele et al., ISME J. (2013) 7, 949–961】

腸内フローラに及ぼすMicrobiomeX®の効果

MicrobiomeX® in DC
Control in DC
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Clostridium cluster XIVa

MicrobiomeＸ®の投与によって 大腸上皮細胞付近に棲息する

Clostridium cluster  XIVa からの 酪酸 の 生成能 向上

☞ 炎 症 性 腸 疾 患 （IBD） な ど の 改 善 に 寄 与



•ヘスペリジン投与によって、酪酸とプロピオン酸のレベルは対照群
と比較して著しく上昇。
➤酪酸: 免疫の活性と腸管免疫の向上に寄与

➤プロピオン酸：代謝コントロールに寄与する作用

•酢酸レベルは対照群より減少

結腸における健康によい短鎖脂肪酸の増加

MicrobiomeX®
Control

下行結腸横行結腸上行結腸
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3. 腸細胞
(腸管上皮細胞)

2. 腸管粘膜層:
outer and inner 

結腸 (膜管腔)

1. 腸内細菌: 
クロストリジウム属 XIVa

腸管壁: 免疫システムの第一の防衛線の番人
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MicrobiomeXの2つの経路による効果が腸管壁を強化
結腸 (膜管腔)

粘膜層

ROS ROS
ROS 

ROS 

ROS 

ROS
ROS 

活性フラボ
ノイド

ROS-quenching

酪酸

Clostridium cluster 
XIVa
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N=23 N=27

腸内細菌バランス検証

ヒト臨床試験 (RCT)による検証

ランダム化二重盲検プラセボ対象試験
50人の被験者での毎日500mg を12週間投与

血液および糞便のサンプルの採取
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被験者選定
スクリーニング

Test day 1
糞便のサンプルを

採取;
健康体のチェック

Test day 2
血圧の測定;
血液のサンプル
を採取

Test day 3
糞便のサンプルを

採取;
健康体のチェック

RCT試験デザイン

測定対象：
- 短鎖脂肪酸の産生
- 腸管炎症レベル
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被験者：やや肥満型の健常人を選定

MicrobiomeX®
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MicrobiomeX®の作用:

腸内細菌叢の変化


短鎖脂肪酸生成の変化


酪酸の比率が酢酸に比べて増大


in-vitro試験による実証

MicrobiomeX摂取による酪酸産生の向上

[①68：Salden,B.N., Troost,E.J., et.al., Maastricht Univ, Unpublished work, 2019].
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MicrobiomeX® が酪酸を生成するバクテリアを活発化
→酢酸優位から健康に有益な酪酸優位へシフト：

免疫細胞との相互作用による抗炎症効果
(NF-kB の抑制とカルプロテクチンの減少など)

腸管における上皮細胞のエネルギー源

グルタチオンの増加と活性酸素の減少による抗酸化作用

酪酸 = 健康的な腸内細菌バランスの鍵を握る物質

→

→

→

酪酸の役割
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•カルプロテクチンは腸炎症
マーカーとして臨床検査で
広く利用されている。

•白血球から分泌:
⇒炎症状態では、
カルプロテクチンの量が増加

カルプロテクチン = 腸炎症マーカー
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• MicrobiomeX®投与群にて糞便中の
カルプルロテクチンが減少；

• = 腸の炎症レベルの低下
• = 腸管における病原菌保有量の減少を示唆

MicrobiomeXが腸内微生物叢を変化


短鎖脂肪酸 + 活性型フラボノイド
抗炎症効果の発揮



腸炎症の減少 &白血球出現の減少


カルプロテクチンの分泌量が減少
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# (p=0.058)

MicrobiomeXによる腸の炎症抑制
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+ ビフィズス菌
+ ビタミンC

90 
capsules

トリプルアクション

ビタミン C
=免疫強化

プロバイオティクス:
(ビフィズス菌など)

製品コンセプト例：整腸と免疫のメンテナンス
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• Gastroenterology department of AZM 
and NUTRIM, 
栄養学および代謝に関する横断的研究

• MUMC+, 

マーストリヒト大学メディカルセンター

• ProDigest,

胃腸分野の研究における民間専門研究機関
http://www.prodigest.eu/en/about

• Bacchus,
EUレベルの研究プロジェクト

最先端の研究機関との協力
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✓柑橘由来抽出物
✓腸の健康に関わる初のフラボバイオティクス素材
✓ユニークな作用機序：

腸内共生マイクロバイオータのバランス制御
✓腸内環境を良好に維持
✓腸管粘膜の保護
✓免疫力の向上
✓低ドース設計（= 500mg) ☞シン・バイオティクス

サプリメント
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CBC株式会社

～フレイル対応（口腔系）
素材・製品企画のご紹介～
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プロテタイト®を応用した
口腔フレイルケア向け製品設計のご提案

＊ プロテタイト®（＝オーラタイト）
・骨密度の向上
・骨質（骨梁構造）の改善

→ チュアブル錠での製品化により・・・

・歯の再石灰化の促進（神奈川歯科大学の研究）

＋

＊ シナジー素材例： ポリグルタミン酸
→ ・唾液分泌の促進

→ ドライマウス予防と口腔衛生状態の維持





試験方法

• 抜去したヒトの大臼歯と小臼歯の計12本を歯軸
方向に２分し、切断面をよく研磨。

• うち６本を５％ギ酸にて表面を脱灰。
• 残りの６本は対照として蒸留水の２時間浸漬。

• その後取り出して蒸留水にて洗浄・乾燥後、12
本の片面を室 温にてＰH７の調整した２％プロテ
タイト液に、他方を蒸留水に10日間浸したものを
乾燥させ測定した。



オーラタイト（プロテタイト）
ヒト抜去歯でのレーザラマン分光法による実験

＜要約＞

• ヒトの抜去歯（脱灰・非脱灰）を使用し、プロテタイト液浸漬
の影響をレーザラマン分光法により解析した。

• 解析の結果、プロテタイト液浸漬によって、エナメル質・非
エナメル質・象牙質において、ヒドロキシプロリンリング
などの有意な増加が認められた。

• これらの結果から、プロテタイト液がヒトの抜去歯に吸着し
コラーゲン成分を増加させ、リン酸の結合を強固にする
作用が示された。











その他のフレイル対応素材

えんどう豆タンパク
PISANE®

・ ベルギーより直輸入。

・ アレルゲンフリー

・ 伊藤明子先生（東大小児科・赤坂ファミリー

クリニック院長）ご指導のもと、

メディカル・サプリメント製品開発中。

153= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝



その他のコロナ禍対応素材

シン・バイオティクスで免疫力アップ

Microbiomex® ／ マイクロバイオメクス

・ ヨーロッパ産柑橘由来フラボノイド

・ 腸内で酪酸菌生成を活性化 → 炎症を抑制

のエビデンスあり。

・ 腸管バリア強化による免疫力向上。

154= 無断転載禁止 / BtoB向け資料 ＝



ご清聴ありがとうございました。
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連絡先： 鈴木 (ライフサイエンスディビジョン)

k-suzuki@cbc.co.jp
直通：090-5398-3095
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